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気温が下がり、肌寒い日が続くようになってきました。 運動発表会をやり遂げたこども達。始まる前は、初めての場所

に緊張している様子でしたが、終わったころには満面の笑顔を見せ、少し自信がついた表情へと変わってきていました。 

今月中旬から新しいグループとなりました。グループ名は野菜の名前の中から、自分たちで話し合って、決めました。 

自分のグループ名が何になったのか、どうしてそのグループ名になったのかをご家庭で話している子も多いかと思います。

日々、言葉でのやりとりが広がってきていますが、文章で伝えることが出来ず、まだ単語だけで伝えようとしています。

４歳児の言葉の発達として、話す意欲が高まり、友だち同士で会話を楽しむ時期です。言葉で自己主張をして、自分の思

いを文章で伝えられるようになり、話し合いも広がってきます。そこで、ふじぐみでは、今月に入り、帰りの会で「“今日

は誰と何をして遊んだ。”」を子ども達に聞き、友だちの前で発表することを始めました。初めは、「ブロックやった」と 

一言であったり、「キラキラでまぜまぜしました」「にゃんにゃんごっこした」と幼児語を使ったりする姿が見られていま

した。また、考えるのが面倒くさくて「わからない」と答える子も多くいました。毎日行っていく中で保育者が「誰と遊

んだの？」「キラキラの違う言い方は？」と聞いたり、「わからない」と答える子には、一緒に遊んでいた子に聞いて、そ

の子が答えたことを真似をして言うということを繰り返していくと、子ども達のなかで「宝石でジュースを作りました。」

「ブロックで迷路を作った。」「虫探しをして、赤色の虫を〇〇くんと見つけました。」と言葉が繋がるようになってきた

り、言えるようになったことで自信がつきはじめています。また、黙っている、幼児語を使って話す、ということが恥ず

かしい事であると気が付き始めて成長がみられています。 

友達同士でのやりとりが広がっていく中で、単語だけではなく、文章で思いを伝える、会話をすることが今後更に必要

になってきます。ぜひ、ご家庭でもお子さんと話をする中で、「だれと？どこで？どうやって？」等と話を聞き、文章で話

をする機会を作って行ってください。 

12 月のお友だち 

 ５歳のおたんじょうびおめでとう！！ 

～収穫したよ！！～ 

８月末からグループで栽培している大根、にんじんを遂に

収穫しました！！小さな大根が収穫出来ましたが、にんじん

はあまり育っていませんでした。残念そうな子ども達。なぜ

育たなかったのかを話しあうと「お水をかけすぎちゃったの

かな」「青虫が食べちゃったから」「狭かったかな」等と様々

な意見が出てきています。しかし、そこでおしまいではな

く、「もう一回やってみよう」という意見が出てきて、今月

再チャレンジ！することとなりました。「次はお水の量を考

えよう」「青虫見つけてつかまえよう」等と早速話が進んで

います。子ども達が話し合い育てていく、 

にんじん、大根の生長をお楽しみに☆ 

 

 

 

１１ 
月 ふじぐみだより 

＜今月のねらい＞ 

自分の思いやイメージを言葉で表しながら、

友だちと関わって遊ぶ。 

＜活動予定＞ 

にんじん、だいこんほり、誕生会、 

体育指導、避難訓練、歯科検診、全園児健診、 

コォーディネーショントレーニング 


